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　　　　　　　　　　　　　申　入　書　（提言）
主題　「京都教区FH司祭事件と教区主教の対応について」
✞　主の平安

　日頃は主の導きの下に福音宣教司牧に携わり聖公会の導師としてご指導されていることに

感謝と敬意を表します。

　さて、京都教区において誠に信じられない悲しい事件が発覚し、皆様方苦悩の限界の中で被害者への謝罪、癒し、回復を祈り、日夜、御努力されていることとお察し申し上げます。

今回の聖公会を震撼とさせたこの事件はオウム真理教や聖神中央などのカルト教団等ではいざ知らず、伝統宗教である聖公会の司祭が少女に対する性的虐待、性犯罪に関係すること自体、日頃想定外のことであったと思われます。

しかし、現実に京都教区で発生していたわけで、残念ながら二度と起こらない保障はどこにもありません。今回の事件では上位執行部即ち、京都教区主教と常置委員メンバーの大きな判断ミスで“被害者の人権を二重に侵害した結果になり”（主教の記者会見‘０５．１２．０９奈良県庁）、社会的な非難を浴びたことは誠に残念至極なことであります。

　今後、二度とあってはならないことであり、この事件を教訓に組織的な問題点を真摯に見直し子供の人権を守るため万全を期していただきたく以下の点を申し入れいたします。

1． 宗教界で聖職者といえどもこの種の事件が発生する可能性を認識し、危機管理に備える。

2． この種の事件が発覚した時は被害者と真摯に話し合い示談、調停等早期解決を旨とする

3． この種の事件が発生した場合は直ちに教区で特別対策チームを組み、真相究明を

　　心がけ、随時教区全教役者に情報公開し、隠蔽工作をしない。

4． 発生と同時に首座主教に報告し、主教会の議題とし、討議を重ね、適切な助言と指示を当該教区に与える。
5． 日頃から予防に努め各教区でCAPプログラムを定期的に実施する。
　
宗教社会学の近刊書「カルトを問い直す」(北海道大学文学部教授桜井義秀著、中公新書2006.1)

の中で聖職者の性犯罪事件について次のように分析している。（要約　P．１１９～１４３）
　　宗教団体特有の体質が災い
　　　１．教会内では性犯罪は絶対ありえない、あってはならないという先入観。
　　　２．隠蔽意識が強いため上位執行機関のみで解決をあせり判断ミスを犯す。
３．個人では立場上自身の判断で行動できないのが組織の弱さである。

４．人格的な関係が成立する場合は権力に溺れかねない。

５．内心倫理や信仰だけではどうしても解決できない部分が存在する。
今後の対策

１．伝統宗派でもこの種の問題の存在を認め、 防ぐ手立てを構築し、行動を起こす。
　　　　２．権力（主教）を縛るための工夫の必要性、下からの批判を可能にする組織作り。

３．社会運動の弱体化で自律的な組織作りのノウハウや組織内人間関係のかけひきに欠如した人間の増加傾向を意識し、宗教集団も組織の再編を練る。

４．市民社会の一員たる宗教団体に求められる公共性としての要件。

社会的必要性・公益性、社会的共同性、情報公開制、普遍的人権、手続きにおける民主制等が特に重要である。（P．１４３）
以上、聖公会がこの事件を契機にどれほど認識し、実行できるかが、今後問われることになる。
参考
聖職者による性的虐待事件は想定外とはいうものの、現実に新聞・テレビで報道され世間の注
目の的になったものがこれまで幾つかあり、表面化されていないものも存在すると想定される。
☆　サレジオ学園養護施設（カトリックサレジオ修道会経営）でのT・M神父の子供への性的虐待事件（小学２年から中学２年まで長期にわたって繰り返し、被害者が告発した事件。　2001.8.10, 藤川菅区長が謝罪）、
☆　日本基督教団〇〇教会（熊本県）牧師によるセクハラ事件（神戸地裁）、
☆　カトリック外国人神父（サレジオ会・ドンボコス社）によるBOACステュワーデス

殺人容疑事件（１９５９）、松本清張「黒い福音」新潮文庫参照
· 海外では米、英、豪、加でのカトリック、聖公会司祭による
性的虐待事件（2002.5.15 NHK特集として放映、2002.6.28上智大学でパネル討議)
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